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会社概要
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Our Value
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事業内容

カルビーグループは創業以来、社会課題や環境の変化を捉え、多様な製品を提供し市場を創造
してきました。
これからも変化する時代の中で、おいしさと楽しさ、そして人々の健やかなくらしに貢献する
製品・サービス
をお届けしていきます。

カルビーグループは創業以来、社会課題や環境の変化を捉え、多様な製品を提供し市場を創造してきました。
これからも変化する時代の中で、おいしさと楽しさ、そして人々の健やかなくらしに貢献する製品・サービスを
お届けしていきます。
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事業内容
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製品フードロスを重要課題として設定
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バリューチェーンごとのフードロス

①商品の終売等による原材料の余剰

①原料の切りクズ、焦げなどの不良品
②フライヤーで使用した廃食油
③１ケースに満たない端数商品

①輸送中のダンボール潰れ等
②納品期限切れ

①商談用見本残
②キャンペーン終了によるパッケージ改版

検討中

①家畜の飼料化
②バイオディーゼル燃料化

未出荷品発生
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フードロス削減に向けた取り組み

➢賞味期限の延長
→商習慣による「3分の1ルール」で納品不可となり、廃棄に繋がる商品を削減するため

➢賞味期限表示を「年月日」から「年月」表示に変更
→商慣習による「日付の逆転」現象が原因となる商品廃棄を回避する

 併せて製造日表示も廃止

フードロス発生抑制のための施策
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フードロス削減に向けた取り組み

➢子どもの貧困やひとり親家庭への支援としてフードバンクや福祉団体への寄付

２０１６年頃～ 商品寄付開始

→営業部門の商談用見本の余剰など数ケースから数十ケース単位の商品をフードバンクへ寄付

２０２０年 インバウンド需要減によるお土産商品の在庫過多
→コロナ流行によるインバウンド需要の激減でお土産商品の大量在庫発生。

 フードバンクの他、 社会福祉協議会等と連携し、医療従事者や自宅療養者等への
 配布用食品として活用

２０２２年 物流部門と連携により、未出荷品の寄付開始
→納品期限切れ、輸送中のダンボール破損や吸湿品、キャンペーン終了によるパッケージ改版・・・

 さまざまな理由で未出荷となった商品を取り纏め、ひとり親家庭支援団体や
 難民支援団体への寄付も開始。６５万袋/年

余剰となった商品の活用施策
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２０２２年度からグッドネーバーズ・ジャパン様への商品寄付を開始

①社内フードドライブ活動

食品企業という立場から従業員にもフードロス問題に関心を持ってもらうための活動。
定期的に行うことで、家からの持参品だけでなく、部署内で所持している保管品などの
拠出も増加。

グッドネーバーズ・ジャパン様との取り組み事例
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②従業員向けオンラインセミナー開催

現在の日本では約8.7人に1人のこどもが「貧困状態」にあるという現実を
まずは知ってもらうために従業員に向けたセミナーにご登壇いただきました。

グッドネーバーズ・ジャパン様との取り組み事例

子供の貧困はニュースなどで
耳にするものの実態がわからない状
態でしたが、さまざまなデータや統計
などで示して頂き、深刻な状況を理

解しました。

「友だちとお菓子を交換できてうれし
かった」という子供の言葉は涙が出

そうになりました。

当たり前が当たり前でない、とても
ショックでした。周りを見ると恵まれた
環境であると感じてしまっているが９
人に一人が貧困である。誰にでもで

きる活動もある。

参加者の感想
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③食育授業

子どもの貧困問題には食の問題だけでなく「体験機会の格差」も生じている。
夏休みの親子イベントとして「スナックスクール」を開催。

グッドネーバーズ・ジャパン様との取り組み事例

④商品の配付会（グッドごはん）への従業員参加
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⑤能登半島地震への支援物資での連携

現地ニーズや道路状況、商品保管場所等を調整いただき、カルビー商品を
避難所の方々に支援物資としてお届け。

グッドネーバーズ・ジャパン様との取り組み事例

石川県輪島市の避難所へお届けの様子
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■PB商品について
委託元の商品であるため寄付不可となっている

■原材料の余剰品活用について
商品の終売により余ってしまった冷凍状態の原材料のフードロス対策

■配送コストについて
自社の物流で配送しているため寄付商品の増加に伴い、
配送コスト負担も増加

■支援エリアについて
全国に支援を必要としている人たち、団体があるなかで特定の場所（人）にしか
支援が行き届かないこと

フードロス削減に関わる今後の課題
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